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議
員
提
出
議
案
第
三
号

「
二
〇
二
五
日
本
万
国
博
覧
会
」
の
大
阪
誘
致
に
対
す
る
決
議

国
際
博
覧
会
は
、
人
類
が
抱
え
る
地
球
規
模
の
課
題
に
対
し
、
世
界
か
ら
の
知
恵
を

一
堂
に
集
め
る
こ
と
で
、
解
決
方
策
を
提
言
す
る
場
で
あ
り
、
新
し
い
時
代
を
生
き
る

知
恵
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界
と
日
本
の
平
和
的
発
展
に
大
き
く
寄
与
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

国
に
お
い
て
も
、
四
月
十
一
日
に
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー

マ
に
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
や
仮
想
現
実
（
Ｖ
Ｒ
）
な
ど
の
最
先
端
技
術
を
活
用
し
た
医

療
・
健
康
、
ス
ポ
ー
ツ
や
娯
楽
、
新
ビ
ジ
ネ
ス
を
一
堂
に
集
め
、
世
界
の
人
々
に
経

済
・
社
会
の
未
来
を
示
す
国
際
博
覧
会
を
大
阪
で
開
催
す
る
こ
と
を
閣
議
了
解
さ
れ
、

博
覧
会
国
際
事
務
局
に
届
け
出
が
な
さ
れ
た
。

国
際
博
覧
会
の
大
阪
で
の
開
催
は
、
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
健
康
・
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
分
野
に
お
い
て
、
大
阪
が
古
く
か
ら
人
々
の
英
知
に
よ
り
新
た
な
技
術
を
生
み
出
し
、

国
内
外
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
世
界
中
の
人
々
の
健
康
に
係
る
様
々
な
課
題

を
克
服
し
、
人
類
の
未
来
に
向
け
て
よ
り
良
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
新
し
い
モ

デ
ル
を
提
案
す
る
こ
と
や
、
そ
れ
を
広
く
世
界
に
発
信
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
大

変
意
義
が
あ
る
。

ま
た
、
国
際
博
覧
会
の
開
催
で
、
関
西
地
域
に
新
た
な
観
光
や
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
期
待
で
き
る
な
ど
、
大
き
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
全
世
界
に

向
け
て
大
阪
の
存
在
感
を
示
す
絶
好
の
機
会
に
な
る
。

本
市
に
と
っ
て
も
、
大
阪
市
で
国
際
博
覧
会
を
開
催
す
る
こ
と
は
、
箕
面
市
の
魅
力

の
発
信
や
産
業
振
興
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
に
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
。

そ
こ
で
、
箕
面
市
議
会
と
し
て
は
、
大
阪
で
の
国
際
博
覧
会
開
催
の
意
義
に
賛
同
す

る
も
の
で
あ
り
、
国
際
博
覧
会
の
誘
致
・
実
現
に
向
け
、
大
阪
府
や
経
済
界
と
と
も
に



積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
こ
こ
に
決
議
す
る
。

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
二
日
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